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若狭地方の農村住宅の架構形式の変遷










は「テンピン J *1 と称する長きの異なる小屋梁を幾重にも積み重ねた屋根架構を現在の新築住宅におい
ても残している福井県若狭地方の上中町周辺の農村住宅を対象として、その特異な架構形式の成立過
程を明らかにする。資料は平成11年 4 月から 8 月にかけての現地調査から作成しており、うち架構図
を採取したものは 16例である。
2 .新築住宅の架構形式
図 1 は上中町有国で採取した平成11年現在新築中の住宅であり、梁間 4 聞の切妻屋根の例である。
主屋の棟通り中央に 2 本の柱が建ち、「ダイドコロ」側を「大黒柱」と呼ぴ、座敷側を「長者柱」と呼
ぶ。 「大黒柱」は尺角の大きさがあり「長者柱」は 8 寸角の大きさがある。ともに通し柱であり「ハリ」
と呼ぶ小屋梁を直接支えている。その「ハリ」の上部には長きの異なる 3 本の梁が短い束を介して積
み重ねられ、それらは上より長きに応じて，- 1 間テンピン J ,- 2 間テンピン J ,- 3 間テンピン」と呼ば
れている 。 両妻面も同様の架構がなきれ、都合 2 間間隔にこの架構が繰り返きれることになる 。 また
,- 1 間テンピン」中央桁行きを「地棟(あるいは本地棟) J と呼ぶ梁で繋ぎ、「ハリ」上端の高きで中
央に「下地棟」、左右 l 間離れた位置にこれと平行に「梁挟み(挟み梁) J が桁行きに渡きれる 。 この
都合 4 本の桁行き梁は末口で尺ゆ以上の 1 本ものの丸太材である 。 また先の 2 間間隔の「ハリ」を等分
する位置に、「ウシ」と呼ばれる幾分上反りの梁が
「下地棟J ，-梁挟み」の聞を通るように渡きれ、こ
れにも，- 1 間テンピン J ,- 2 間テンピン」が載せら
れる 。 従っ て 3 重、 4 重に重ねられた梁が l 間お




法によるものであ っ た 。 またこの屋根架構は両妻
面を除いては全て天井裏に隠されてしまうことに
なる 。 写真玄関前の庇下屋の架構(上中町有周 囲 I ) 
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広くする 1 間程度の喰い違いがあることが一般的であり、ザシキを 2 間四方とする場合はザシキーナ
























法は明治後期の瓦葺きとなっても残る架構であり、若狭 I 型の特徴である。また図 2 同様、下屋の四
周は茅屋根を葺きおろしている。
図 4 は三方町北前川 にある上屋と下屋からなる梁間3.5聞の住宅である。茅屋根を葺きおろしていた
部分を戦後瓦葺きの庇下屋に改造している。ダイドコロ上部の架構は天井と中二階床板を張る改装が
おこなわれているために一部で不明である。建築年代は280年前というが定かではない。大黒柱は図 2



































































5 では上屋柱は大黒柱・長者柱・へヤーニワ境中央の柱の 3 本あるが、この住宅では上屋柱は長者柱








4 .瓦葺き 2 階建て住宅の架構形式の発展過程
茅葺き屋根は50度程度の屋根勾配のある入母屋屋根であるが、 2 階建て瓦葺きになるとほぼ 5 寸勾
配のわずかに起りのある切妻の屋根へと変わる。
図 7 は上中町神谷にある築後120年以上は経過するといっ梁間 4 聞の瓦葺き 2 階建ての住宅である。
2 階部分は、ダイドコロ上部を吹き抜きとして土壁により囲つほかはザシキ上部も含めて全面に床を
張って茅葺きより広くするものの、 1 階の部屋の天井高の違いがそのまま 2 階床に反映して段差は大
きくその点で茅葺きの中二階とかわらない。屋根架構は図 1 の新築住宅の屋根架構と類似している。
つまり両妻面及び部屋場;のほぼ 2 間間隔に梁行き梁(，ハリ J) が渡きれその上に， 1 間テンピ ン J '2 
間テンピン」が短い束を介して積まれ、それら 4 組の積み重なった梁を上部では 1 本物の地棟で、下
部では幾分高きの異なる 2 対各 3 本の桁行き梁(，梁挟みJ) で繋いでいることである。ただし、大黒











及びザシキ上部の天井が高いことからナカノマ上部の 2 階床面から「梁挟み」下端までは1. 5メートル
にも満たなく、図 5 や図 6 の下々屋を設ける茅葺きに比べると 2 階部分は「梁挟み」が低くかかり使
い勝手は著しく悪い。では「梁挟み」は何故に必要とされたのか。
2 階の軒桁の高きはニワ上部の 2 階の床面を基準にすれば 6 尺程度と低〈、これは茅葺きの下屋桁
の高きにあたる。またダイドコロ上部の井の字に組まれた梁架構は 2 階軒桁の高きにかかるが、この
梁組は茅葺きでは下屋桁の高きの梁組である。従って 2 階軒桁を茅葺きの下屋桁に対応させて図 5 と
比較してみると、図 5 では大黒柱から長者柱側を除く 3 方向に下屋桁の高きで梁が渡きれ、その梁行
き方向の 2 本の梁の下屋桁から半間入った位置に上屋桁を受ける短い束が立ち、この束に上屋桁を受
ける桁行き梁が両側から渡される とともに、この束は大黒柱と併せて上屋梁を受けている。一方図 7
では大黒柱からやはり長者柱を除く 3 方向に軒桁の高きで梁が渡され、その梁行き方向の 2 本の梁の
軒桁から l 間入った位置に短い束が立ち、この束に両側から「梁挟み」が渡きれるとともに、この束
は大黒柱と併せて，- 2 間テ ンピン」を受けている。従って「梁挟み」にあたるものは茅葺きの上屋桁
を支える桁行き梁であり、，- 2 間テンピン」は茅葺きの上屋梁にあたることになる。「梁挟み」の位置
が茅葺きの下屋桁より半間入った位置から瓦葺きでは 2 階軒桁より 1 間入る位置に移動する理由は、
「梁挟み」が登り梁の中央を支持するためでもあるが、茅葺きと瓦葺きの屋根勾配の相違により、桁










桁に変わり、この軒桁は図 5 、図 6 の例と同様ニワーへヤ境の差鴨居を跳ね出すことで支えられてい
る。
図 8 は上中町日笠にある 100年程前の建築という梁間 5 聞の大きな住宅である。調査した事例から明




より上には延びていない。また地棟は r 1 間テ ンピン」に渡きれ、「梁挟み」も 3 間テンピンの上端に
渡きれ図 7 よりも高い位置に置かれている。それは「梁挟み」と地棟はともに登り梁を直接受ける材
であり一対となって移動するためである。この住宅も 2 階の軒高は図?とほとんど変わらなく低い。




られる住宅の全てがこのように r 1 間テ ンピン」の上に地棟を置くものである。この住宅では地棟の









の字の梁組とは別に í 3 間テンピン」の高きで登り梁を受ける「梁挟み」と地棟を受ける「下地棟」
が桁行きにかかる。一般的には図 7 のようにダイドコロ上部で地棟は井の字に組まれた梁から立ち上
がる束により支えられることが普通で、あって、この住宅のように新たに「下地棟」を設け、棟通りに
合計 3 本の桁行き梁を縦に並べることは珍しい。梁聞が 5 間と大きいためと考えられる。またニワ及
びへヤの前面の庇下屋部分は図 5 と同様ニワーへヤ境の差し鴨居を半間持ち出し、そこに立てられた





ることで残り、茅葺きの上屋梁は地棟を受ける í 2 間テンピン」に相当する梁であることがわかった。
そして階高の低い 2 階ツシ空間を有効に利用する工夫から「梁挟み」は高〈配置きれ新しく設けられ




達したものであり、 2 階部分に居室が設けられる戦後以降、 2 階の階高は徐々に高くなる。この変化
にともない登り梁によって部分的にでも階高の高い空間を確保する必要はなくなり、登り梁は陸梁



















桁行きに渡し、その上に í 1 間テ ン































日 文献 l によれば、小浜付近の農家住宅において土問正面入り口上部の壁面の外側を通る桁を受けている梁を「乞食
守り(乞食まぶり) J と呼ぶとある。





判 へヤ上部の中二階は当初からのものと思われる扉と窓が備わった女中部屋がある。ここは 2 階建てとなって一番先
に 2 階の居室となる部屋でもある。
“ 先茅主主き屋根から瓦主主きに変更することを越前 II 型の分布する福井周辺では「屋根あげ」と呼ぴ、棟の高さは瓦葺
きにしたものとほぼ変わらない。それは越前 II 型での 2 階部分は茅葺き時の屋根部分である「つし」が発展したも
のであるからであり、 12家住宅の 2 階化における 2 階部分の形成過程には 2 通りの方法があることがわかる(文献
13参照) 。
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